
平成３１年度・令和元年度　佐賀県立伊万里高等学校　学校評価結果

２　本年度の重点目標　～地域の期待に応えることのできる普通科進学校を目指す～

「地域に信頼され、期待に応える普通科進学校を目指す」
（１）志を高める教育
　有意義な高校生活を送り、将来社会に貢献できる生徒を育成するためには、生徒一人一人の
志を高めることが重要である。教育活動全体をとおして志を涵養していく。
（２）学力向上と進路保障　『伊高イノベーション・プロジェクト』
　生徒一人ひとりに高い志を持たせ、その実現のための進路目標を明確させ、自ら努力する勤
勉な生徒を育成する。
　基礎学力の定着を図るとともに、進路目標実現に必要な思考力を身につけさせ、生徒一人ひと
りのよさを引き出し、最大限に伸ばし育てるように努める。
（３）自己有用感の育成
　自己有用感（自分の属する集団の中で、自分がどれだけ大切な存在であるかということを、自
分自身で認識する）を育て、自他ともに認め合うことのできる親切な生徒を育成する。
（４）地元との連携の強化
　地元の小中学校や関係諸機関との連携を深め、地域貢献につなげることで、伊万里高校の魅
力を発信するとともに、地元から信頼され選ばれる学校づくりをする。

領域 評　価　項　目
評　価　の　観　点
(具体的評価項目）

具　体　的　目　標 具　体　的　方　策 達成度

教
育
活
動

●志を高める教育

・自らの夢や目標の実現
　に向けて努力する気持
　ちを高める教育活動の
　推進

・自らの夢や目標の実現に向けて努力する
気持ちがあると答える生徒の割合を増やす。
・夢や目標と学ぶことの意義を関連づけられ
る生徒の割合を増やす。

・「佐賀や伊万里に愛着を持っている」と回答
する生徒の割合を80％以上にする。
・多くの生徒が「地域とつながる学校魅力づくり
プロジェクト」に参加する。

・全ての教科等、学校行事等を通して、夢や目標について自ら考えさせる時間や場面を設ける。
・全ての教科等においてキャリア教育の視点を取り入れた年間計画を策定する。
・学力向上に努めることで、より高いレベルでの学びの体験を目指す。

・伊万里の郷土学習資料や県教委作成の郷土学習資料「佐賀語り」「佐賀巡り」等を活用する。
・「地域とつながる学校魅力づくりプロ ジェクト」を通じて、郷土をテーマにした調べ学習等を
行い、校内発表会を実施する。
・地域の教育資源や人材等を活用した体験活動や講演会を実施する。

B

領域 評　価　項　目
評　価　の　観　点
(具体的評価項目）

具　体　的　目　標 具　体　的　方　策 達成度

●学力向上

・授業での主体的な活動

・学習課題の効果的な
 活用

・家庭学習時間の確保

（第１学年）
・「一丸となったチャレンジャー」をキーワードと
として、様々な分野に挑戦し、その中で適性を
探るとともに、将来にわたる自分の専門分野の
発見を促す。

（第2学年）
「学習習慣の確立と学力の着実な向上」を
目指す。

（第３学年）
・志を高く持ち、第一希望への進路実現を
目指す。
・将来を見据えて視野を広く持ち、幅広く
学ぶ姿勢を持ち続ける。
・受験を勝ち抜く学習・生活スタイルを
確立する。
・国公立大学合格者数昨年度プラス１０名以上
・九州大学合格５名以上

（第１学年）
　  ・見聞きしたことを常に考え、行動に移して経験を多く積む。
　　・高い目標を持たせることができるような具体的な提示を行う。
　　・意思を貫く資質を育て、安易な妥協をしない環境・雰囲気を醸成する。
　　・清楚な服装・頭髪、元気のよい挨拶、丁寧な言葉遣い、遅刻・欠席をなくすなどの
　　学校生活の基本を早期に確立する。
　　・様々な分野にチャレンジし、経験を積んだ発信力・コミュニケーション力のある生徒を
　　育成する。
（第2学年）
　　・授業と課題に真面目に取り組ませる。
　　・家庭学習習慣と予習・復習のサイクルを確立させる。
　　・志の高い進路意識の育成・確立。
　　・進路目標にあった学習習慣の確立。
（第３学年）
  ・志望校の入試情報を詳しく調べ、まとめる。（１学期）
　・放課後特課を新たな方法で実施し、進路希望に応じた効率的な指導を行う。（６月以降）
　・入試小論文の対策を組織的・計画的に行う。（７月、９月～１１月、１月～）
　・「朝の活動」の10分間で、1日の学びに向かう雰囲気をつくるとともに、教科の学力、読む力、
　表現する力を高める。
　・進路に関係する連絡や相談は、できるだけ早く行うよう指導する。
　・「授業以外の学習時間300分以上」を常に意識させ、細切れの時間を活用させる。
　・ホームルームや授業の中で、協働的な学習生活の雰囲気づくりを意識させる。

B

〇教育の質の向上
   に向けたICT利活
   用教育の推進

・学習効果を高めるICT
 機器活用

・「授業でICT機器が有効に活用されている」と
回答する生徒の割合を８０％以上にする。

・教員一人ひとりが授業での効果的なICT機器の活用を考え、電子黒板や学習用PCを
積極的に活用する。また、そのような活用の機会について各教科で研究し、教材等を
共有する。

Ａ

○進路指導
・進路目標の明確化
・希望進路の実現

・進路に対する高い志を持ち、早い段階で自己
の
将来について真剣に考え目標を明確に、し努力
させる。
・個々の希望進路の実現に向けた指導を行い、
地域に信頼される進路実績を上げる。
・センター試験受験者を学年の９５％以上とす
る。
・国公立大学合格８０名以上、難関大学、難関
学部（医・薬）１０名以上の合格を目指す。
・適切な情報提供や講演等を実施し進路意識を
高める。

・進路講演会やオープンキャンパスを通し進路意識を高めるとともに、県の合同学習会への
積極的な参加を呼びかけ、高い進路目標を持たせる。
・進路希望調査（各学年２回）と進路検討会（３年３回）、進路情報交換会（１・２年各１回）を
実施し、生徒の進路希望と成績を掌握し効果的な指導につなげる。
・模擬試験は原則全員受験とし、進路希望に応じて難関大模試や看護模試や個別大模試を
実施する。また、難関大講座・小論文講座の計画的な実施や就職希望者への個別対応など
きめ細かな指導を行う。
・進路閲覧室の利用を増やし、自ら調べ、考える姿勢を育成する。「進路の手引き」、「翔雲」
などを通じ、的確な進路情報を提供する。

B

○読書指導

・学校図書館の多面的な
　利用の促進
・豊かな読書体験を持つ
　生徒の育成

・学力向上と進路保証に対応した図書館運営に
努める。
・朝の読書や校内読書会を通して、良書に触れ
る
機会を増やす。
・年間貸出冊数の目標2,３00冊
　（生徒1人4。５冊）

・朝の読書は、学年ごと、月ごとに読む本を提示して、豊かな読書体験ができるよう計画する。特
に、「新書」を読む機会を多く設ける。また、図書館だより」だけでなく、集会等でも紹介し、図書館
利用を呼び掛ける。
・「読書」だけでなく、「自学自習」の場として図書館利用をアピールする。大学入試過去問題集や
小論文対策の本を揃えるなど、受験勉強の環境作りに努める。
・「ビブリオバトル」による校内読書会など本校独自の取り組みを継続し、生徒の読書レベルの向
上に努める。

Ａ

○伊高はちがめプラン
・郷土（ふるさと）の自然と
　文化、歴史の理解
・進路啓発

・「伊万里学」で地域文化の体験活動をする。
（１・２年生）
・「キャリア教育」の視点に立った学問研究や
職業研究をとおして、進路意識を高める。
・校外での生徒の体験活動への参加を積極的
に
奨励し、生徒の参加を促進する。

・「伊万里学」の研修内容を充実させる。
・職業セミナーや大学の出前講座や様々な講演会を実施し、系統的組織的な進路啓発を行う。
・校外活動への積極的な参加を呼びかけ、進路意識を高める。また、進路啓発のために校外活
動体験発表会を実施する。（日本の次世代リーダー養成塾、聞き書き甲子園、女子中高生夏の
学校、県青少年派遣プログラム等）
・「佐賀語り」を活用し、佐賀を誇りに思う生徒を育成する。

Ａ

教
育
活
動

１　学校教育目標

○自然を尊び郷土を愛し、人としての優しさに満ちた豊かな人間性と、自ら考え正しく行動する自
主自律の精神を育てる。（自律）

○個性と創造性を伸ばす個に応じた教育を進めるとともに、高い志を持ち、自ら判断し、自ら学ぶ
力を育成する。（創造）

○国際化、高度情報化の進む知識基盤型社会の中で、互いに認め合い親切に人に接し、世界の
平和と社会や地域の発展に貢献する人材を育成する。（友愛）

キャッチフレーズ　「 みんなが主役 ～明日の伊高はあなたがつくる～ 」
　校訓「自律」「創造」「友愛」を教育の基本とし、志を高く掲げ、一人ひとりが主役であるということを
自覚し、勤勉な態度を養い、心身ともにたくましく、明朗で若さにあふれ、文化の創造や産業の振
興など社会や地域に貢献していきたいという気概と情熱に満ちた生徒を育成する。

　達成度　Ａ：ほぼ達成できた

　　　　　Ｂ：概ね達成できた

　　　　   Ｃ：やや不十分である

　　　　   Ｄ：不十分である

成果と課題（左記の理由） 具体的な改善策・向上策

３　目標・評価

　①　志を高める教育

・朝の読書は、当初の計画のもと、概ね実施できた。各学年、月ごとに読む本を決め、読書の記録を利用して感
想を書くよう指導した。また、各学年、小論文指導も兼ねて「新書」の読書に取り組ませた。そのためのオリエン
テーションも全学年実施した。また、「図書館だより」だけでなく、集会等でも本を紹介し、図書館利用を呼び掛け
た。読書感想文オリエンテーションも実施し、結果として、１月末時点の貸し出し総数は、３，８３３冊となり、前年
度の２，２６６冊を上回ることができた。３月末にはＨ２９年度の２倍に達すると思われる。
・今年度は閉館時刻を１８時までとし、「自学自習」の場としても多くの生徒に活用してもらうことができた。また、
大学入試過去問題集や小論文対策の本を揃えて、学習環境を整えた。・ビブリオバトル（校内読書会）も計画通
り実施した。

・朝の読書が徹底されたかは今後の検証が必要となる。読書の記
録のあり方や、記録自体が生徒にとって有効なものである方策を
考えたい。
・校内読書会のビブリオバトルは、実施時期や方法を再検討した
いと考えている。ビブリオバトルの意義や、実施した生徒の感想を
求めて善処していきたい。

・ふるさと再発見活動や「伊万里学」講演会を通して、地域に対する愛着を定着することができた。
・職業セミナーや佐賀大学のジョイントセミナーについては予定通りの実施ができ、生徒もそれぞれの希望の進
路について意識を高めることができた。・多くの生徒が校外活動に積極的に参加し、有意義な研修ができた。た
だし、次世代リーダー塾など応募しても選考に漏れ参加できなかったケースもあった。
・「佐賀語り」を総合的な学習の時間で活用し、平川アナウンサーや＃キセキ部の５名の講師の講義を聞くこと
で佐賀を誇りに思う生徒の育成ができた。

・講演会やセミナーの講師の選定については、より生徒のキャリア意識
を高めることができるように、今後も検討を続ける。
・本年度のふるさと再発見活動を基盤として、郷土の現状だけでなく今
後の展望を見据えた活動を継続する。
・次世代リーダー塾やトビタテ留学ＪＡＰＡＮ日本など選考が厳しいもの
については早いうちから指導を継続していく。
・「佐賀語り」の活用について、朝の読書との連携を考える。

成果と課題（左記の理由） 具体的な改善策・向上策

(第１学年）
　・総合的な探究の時間を中心に、地域探究研修やふるさと再発見などを通してレポートやプレゼンテーション
などを行い、人前で発表や、グループワークの経験を多く積ませることができた。
　・夏季休業中に学習合宿を企画し、学習に対する耐性を養うとともに、学年集団としての意識付けを行った。
地道に努力を重ねる生徒が増えている。
　・部活動や学校行事等で上級生と交流を深めるたびに、模範とすべきところを学び取り、本校生徒としての素
養を着実に身に付けている。
　・1年間をとおして、遅刻や欠席は一定数を下回ることはなかった。精神的な不安を抱えている生徒もおり、今
後も全職員でサポートしていく必要がある。
(第２学年)
　・課題の提出状況や授業中の態度については、概ね良好であったが、取り組み状況については、まだまだや
らされている感が抜けなかった。
　・家庭学習習慣がまだまだ身についていない生徒も見受けられ、朝学校で課題をする姿も見られた。
　・合同学習会等への参加や希望者対象の模試に対し積極性が見られなかった。
　・修学旅行においては、団体行動がきちんとでき、とくに大きなトラブル等もなかった。またOBOG訪問で、進路
の視野が広がったように思える。
(第３学年）
　・６月以降の放課後特課，夏期特課，休業日の学習会で，去年までの教科均等割りの時間配分を見直し，文
系は国語・英語・地歴公民，理系は数学・理科・英語に重点を置いた計画をつくり，進路希望に応じた指導を
行った。その結果，文系では国語，理系では理科を中心に，模試偏差値の上昇に結びついた。
　・入試に向けた小論文の指導は，関係部署と連携を図り，計画的に実施できた。今年度は，推薦・AO入試前
の８月と，一般入試前の１月に専門講師を招いた講演会を企画し，効果を高めることができた。
　・２学期に進路が確定した生徒も，すべての授業や特課を今までと変わらない姿勢で臨むことができた。また，
冬季休業以降も希望制の特課や学習会に参加する姿も多く見られた。

（第１学年）
　・来年度の地域とつながる高校魅力づくりプロジェクトや総合的な探究
の時間のシラバスを早期に確立し、明確な目的と計画のもとに生徒の
進路に役立てる。
　・生徒自身に必要な学習の計画を考させる方策を取る。その一つとし
て、朝活動の有効活用法を模索したり、ポートフォリオの機能を最大限
に生かした課題設定を行わせる。
　・進学に向けた意識付けとして、授業や課外活動において、場面ごと
に役割を意識させ、随所でリーダーシップが取れる生徒の割合を増や
す。
　・担任団、教育相談、生徒指導と連絡・相談を密に行い、生徒の心の
ケアに努める。家庭との連絡も、さらに綿密に行う。
(第２学年)
　・来年度はいよいよ受験を迎えるため、進路実現のため努力を惜しま
ない指導を続ける。
　・英語検定などの外部検定にも積極的に取り組ませる。
　・高校総体が終わってからではなく、学習と部活動を両立させ、早目に
受験モードに突入させる。
（第３学年）
　・受験に向けた授業以外の企画は，今年度の形を基本として，その年
度で特に強化すべき教科を考慮した計画を立てる。
　・小論文指導の体制も，今年度実施した形を基本にしたい。２回目の
講演会は，国公立大の出願から１週間後に設定して，出願校の過去問
に対する自分の答案をつくった上で指導を受けられる形が望ましい。

・学校評価アンケートでは、生徒・保護者・職員のいずれも評価できると回答した者の割合が8割あり、数値目標
を達成することができた。さらに、教職員一人一人が、ＩＣＴの利活用をさらに研究し、生徒の学力向上に役立て
なければならない。

・教職員一人一人がＩＣＴの利活用についてさらに研究・研修する必要が
ある。教育センターの講座を活用し、それぞれの教科の研修会に積極
的に参加し、多くの先生方と意見交換するなどして利活用をさらに進
め、生徒の学力向上につなげていきたい。

・全ての教科で、生徒に発表の場を設けるなど、常に生徒が主体的に考えるような授業をづくりを目指した。以
前より自らの夢や目標を、教師や友人に語れる生徒の割合が増加した。
・多くの教科等においてキャリア教育の視点を取り入れた年間計画の作成に取り組んだ。
・学力向上を目指す意義、学ぶ楽しさを知る生徒をさらに増やしていく。

・総合的な学習や探究の時間に「佐賀語り」を読み、１年生の「ふるさと再発見」活動や２年生の伊万里学講演
会の際などに活用できた
・「地域とつながる高校魅力作りプロジェクト」では１年生のバスや徒歩での視察を通じて伊万里の歴史や代表
的企業および研究機関などを知り、「ふるさと再発見」の課題学習の取り組みに役立った。
・ローカリスト講演会を開催することにより、いまりを愛し、いまりのまちやいまりの人たちのためになる活動につ
いて知り、生徒の進路意識の高揚や自分たちにできることを考えることに役立った。

・多くの人に出会い、多くの意見や考え方、社会をできるだけ見てふれ
あっていくことが大切である。
・今年度から実施されている♯キセキ部の取組や昨年度から行われて
いる修学旅行でのOB・OG訪問などをさらに充実させたい。

・「佐賀語り」を読ませ活用する指導をもっと時間を取って行うために年
間指導計画への位置づけを改善していきたい。
・１年生のバスや徒歩での訪問先については「ふるさと再発見」の課題
学習に役立つように訪問先の選定や実施時期などを再検討していく。
・ローカリスト講演会についても講師の選定など職種などが偏らないよう
検討していきたい。

　②　学力向上と進路保障

・1･2年次から普通科進学校としての進路意識を高めさせ、日々の学習
習慣を確立させる。早期に受験勉強をスタートさせる。
・３年間を見通した進路学習計画を立て実行すべく、総合的な学習や
ホームルームの時間の使い方を工夫する必要がある。
・小論文や面接の個別指導に対する全職員による指導体制は維持して
いくと同時に、入試問題の研究や授業の改善工夫を教科内で検討する
などして指導力の向上を図る。
・進路検討会の内容を深め、学年で強化していく教科等を示し、全体で
取り組んでいく必要がある。
・共通テストにむけて、対策をを行っていく必要がある。

・３年生は総体直後の６月に進路講演会を行った。2年生は例年より早く12月に進路講演会を行った。生徒たち
にとって最も刺激になるタイミングで進路講演会を行うことができ、意識向上につながった。県の合同学習会に
も多くの生徒が希望し、参加した。
・進路希望調査と３年進路検討会、１・２年進路情報交換会は計画通り実施でき、生徒の情報交換と教師の指
導方針の共有に役だった。
・難関大学の指導や小論文･面接指導では全職員の理解と協力を得て熱心な指導ができている。国公立大学
のＡＯ・推薦入試では１0名が合格し、昨年と同数であった。ＡＯ入試で九大に１名合格した。
・センター試験の出願は学年の90.8%であった。
・就職希望者に対し、それぞれに合った個別対応をおこなうことができた。また公務員希望者に対し、講演会や
模試を校内で行った。



領域 評　価　項　目
評　価　の　観　点
(具体的評価項目）

具　体　的　目　標 具　体　的　方　策 達成度

●心の教育
・思いやりの心の育成
・清掃活動

・自己有用感を育み、自他ともに認め合うことの
できる生徒を育成する。
・健康で安全な学校生活が送れるよう、環境
整備と保全に努める。
・清掃指導の徹底を図り、学習環境を整える。

・各集会や日々のホームルームにおいて、自己有用感を育成するような講話を行う。
・「気になる生徒」を早期発見し、適切に対応する。
・毎月安全点検を実施し、校内外の危険箇所を速やかに対応する。
・落ち着いた学習環境を整えるため、清掃活動を全職員・全生徒で実施する。
・個人で出したゴミの持ち帰りについて徹底を図る。

B

●いじめの問題へ
　の対応

いじめのない学校づくり

・深い生徒理解に立ち、生徒がいきいきした
学校生活を送れるように留意する。
・いじめの早期発見・早期対応に努める。
・万一いじめが起こった場合、その解消に
全力を挙げて取り組む。

・全人格的な接し方を心がけ、生徒との深い信頼関係を築くようにする。
・生徒の実態をきめ細かく把握するように努める。
・学期に１回、いじめに関するアンケートを実施する。
・スクールカウンセラーや養護教諭と連携して、いじめの把握、、迅速な対応を図る。

B

●健康・体つくり
・望ましい生活習慣の
　形成
（自主的な健康管理）

・毎日の朝食摂取を目指す。
・定期健康診断の結果に基づく、早期治療
への啓蒙を図る。
・ＩＣＴを活用した保健指導の充実を図る。

・保健だよりを通して、朝食の必要性または食事の重要性について啓蒙していく。
・健康診断の結果について、本人・保護者に周知徹底し、早期治療を促す。
・健康診断結果や保健室利用状況を活用し、自己の健康に関心を持たせ、生徒自身が
健康課題を解決するために必要な知識や能力を育成する。
・朝や帰りのホームルームで、健康づくりのための啓発を生徒保健委員を通して発信する。

B

○生徒指導
・基本的生活習慣の確立

・規範意識の育成

（第１学年）
学校生活への早期適応を目指し、体調面や
精神面での管理やサポートを充実させる。

（第2学年）
「落ち着きのある、規範意識を備えた生徒の
育成」を目指す。

（第3学年）
リーダーの学年として、伊高をけん引する。

（第１学年）
　　・本校で学ぶこと、生活することに対する誇りと自信をつけさせる。
　　・快適な集団生活のため、校則の順守、教室整備などの環境を整えさせる。
　　・挨拶を徹底する。
（第2学年）
　　・基本的生活習慣を確立させる。
　　・校則、社会のルールを守らせる。
　　・人を大切にする。
　　・時間を意識して行動する。
（第3学年）
　・学校生活のあらゆる場面で、自分たちの後ろ姿であるべき姿を示させる。
　・事前の連絡と相談を確実に行った上で、自信をもって物事にあたらせる。

B

○生徒会活動

・各種委員会の活性化
・新しい時代の伊高祭の
創造
・部活動の活性化

・主体的な委員会活動が年間を通じて継続
できるよう目標及び活動計画を明確化し、
システム化を図る。
・体育の部のリーダー活動及び競技種目の
見直しを継続する。
・文化の部の文化的な意識の向上及び細部
への配慮を行う。
・課外活動の時間を確保し、文武両道を達成
できる環境づくりに努める。
・各部活動で下校時刻の厳守、学習への
切り替えを促す。

・生徒のリーダー性を養成するために、教育活動全体を通して生徒の主体性と自主性を向上
させる取組を立案・実践していく。
・部活動の活動時間については、学校全体や各学年での行事の立案段階で確保できるように
努めていく。
・文武両道を実現するために、生徒がより意欲的・主体的に部活動へ取り組めるよう、教職員が
指導力向上に研鑽を積んでいく。
・下校時刻については、全職員の共通実践を徹底することで、時間厳守の定着化を図っていく。

B

領域 評　価　項　目
評　価　の　観　点
(具体的評価項目）

具　体　的　目　標 具　体　的　方　策 達成度

教
育
活
動

〇魅力と活力ある
　高校づくり

・伊万里市や関係機関と
の連携
・地元の小中学校との連
携

・伊万里市や関係機関あるいは地元の
小中学校の担当者と定期的に会合を持ち、
連携して校内外の活動を実践していく。

・伊万里市や関係諸機関と協議し、１年生の校外学習活動を実施する。
・地元の小中学校と協議し、本校や歴史的建造物を使用し、座談会や学習会等を開催する。
・職業セミナーで地元の企業などで活躍する卒業生に話をしてもらう。
・伊万里学研究でカブトガニについて、伊万里のやきものについて講演してもらう。

Ａ

領域 評　価　項　目
評　価　の　観　点
(具体的評価項目）

具　体　的　目　標 具　体　的　方　策 達成度

○学校経営方針の
   周知

・学校教育目標の周知
・キャッチフレーズの周知
・本年度の重点目標の
　周知

・学校評価アンケートのそれぞれの項目で
周知率を８０％以上にする。

・各教室やコモンホール、昇降口、事務室前などにキャッチフレーズを掲示し、誰もがいつでも
目に触れるようにする。
・学校から発信する情報（ホームページ、はちがめ便り等）を通じて紹介する。
・毎日のホームルームや集会の際に話題に取り入れて生徒に対し話をする。
・保護者に対して、後援会総会や学年保護者会等の機会に紹介する。

B

○開かれた学校
　づくり

・魅力あるホームページ
　の構築
・広報紙の定期的発行・
　配布

・ホームページ利用可能な保護者の70％、
近隣中学生の８０％以上の利用を目標とする。
・後援会総会の出席率を５０％以上にする。

・ホームページの新着情報を充実させ、最新の情報を提供する。
・広報誌「はちがめ便り」を月１回のペースで発行し、地域や中学校への情報発信を拡充する。
・後援会総会の内容を充実させ、複数回案内文書を出したり、生徒や支部の役員を通じて
参加の呼びかけを活発にする。

B

○教職員の資質
　向上

・各種研修会の実施
・分掌会議、教科会議の
　充実

・校内で実施する研修会や講演等への職員の
参加率を９０％以上にする。
・勤務時間内に設定している毎週の分掌会議、
学年会議、教科会議の時間を有効に活用する。

・生徒を指導する上で必要な各種研修や指導力の向上につながる研修を各分掌で企画し適宜
実施する。また、生徒対象の集会や講演会にも職員も参加し研鑽の場とする。
・各会議で個々の意見を反映させ、共通理解のもと組織的に取り組む体制をつくる。
・各教科で研究授業や公開授業を実施し、教科の学力向上と指導力向上について研究する。

B

●業務改善・教職員
　の働き方改革の
　推進

・校務等の効率化の推
進
・日常業務におけるICT
　機器の効果的な活用

・職員間の情報共有を積極的に進め、業務
への効率的な取組を推進する。
・連絡や調査をペーパーレスで行い、業務
の効率化を図る。

・定時退勤推進日を週1日設け、職員に周知徹底し、時間外勤務を少しでも減らす
努力をする。
・日々の連絡や各種調査等をPCを用いて行い、集計等の効率化や時間の短縮など
業務軽減につながるよう工夫する。また、その方法について、学年や分掌間で情報
交換を行い、活用する機会を広げていく。

B

●は共通評価項目、○は独自評価項目

教
育
活
動

学
校
運
営

・ホームページや「はちがめだより」でキャッチフレーズは常時掲載し、周知に努めた。
・学校評価アンケートでの保護者の「校訓・学校経営ビジョン」の周知度は79.7％、「重点目標」は７０.８％だっ
た。
・キャッチフレーズについては、各教室に掲示したり、学校通信（はちがめ便り）に毎回掲載するなどして、生徒
や保護者に浸透した。

・学校案内だけでなく、学校から発信する様々な情報や配布物を通じ
て、学校の教育目標やキャッチフレーズの周知を図っていく必要があ
る。
・キャッチフレーズを生徒・保護者・職員が周知することで学校の活性化
につなげていく。

・学校評価アンケートで「伊万里高校のホームページ」の保護者の周知度は70.7％、外部の周知度は85．0％で
ありよく見られている。こちらもホームページの新着情報を充実させ、最新の情報を提供しようと努めていった
が、手続きの複雑さもあり、十分とはいえなかった。
・広報誌「はちがめ便り」は学校行事や生徒の活動を中心に、できるだけ最新の情報を的確な時期に提供しよう
と努め、定期的に発信することができた。
・後援会総会の出席率は５０．３％であり、目標の数値を超えることはできた。

・ホームページも「はちがめ便り」も、生徒の個人情報の取り扱いには細
心の注意を払いつつ、最新の情報を掲載し、よりいっそう充実した内容
になるように努めていく。
・後援会総会については、より一層出席率を上げるため、入学式や役員
会など様々な機会を通して粘り強く呼びかけていく。

ccx

　④　地元との連携の強化

　⑤　本年度の重点目標に含まれない評価項目

・健康診断の項目ごとに「健康診断だより」を発行し、健康診断の意義を理解したうえで受診できるよう指導し
た。健康診断結果は一覧にして一学期三者面談時に配付した。歯科や視力の専門医療機関受診があまりでき
ていない。
・健康づくりのための啓発を、保健だよりや生徒保健委員活動を通して発信した。
・保健室利用数は前年度と同程度であった。

・健康診断結果を踏まえた専門医療機関への受診率を向上させるた
め、健康診断後の個別指導の時間を設ける。
・生徒の実態に応じた内容の保健指導を実施する。

・「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」では１年生は「伊万里を知ろう」と題し、バスや徒歩での視察を通
じて伊万里の歴史や代表的企業や大学の研究機関などを訪ね、全学年希望者の「伊万里で学ぼう」のいまり寺
子屋では小学生に教える喜びと難しさを学んだ。１・２年生の「伊万里で語ろう」では「＃キセキ部」の授業で５人
の伊万里の活性化に頑張る大人の話を聞き、希望者１２名が１２月と２月のワークショップに参加して、まちを元
気にするための課題解決方法などを学んだ。
・職業セミナーも１年生の７月に実施し、弁護士やパイロット、小学校教諭、薬剤師、医師、建設業、看護学校教
師と講師の文系と理系のバランスは適切であったと思う。本校卒業生がほとんどで生徒も身近に進路意識を高
められた。
・伊万里学講演では、本校が長年研究を重ねてきたカブトガニと伊万里出身と言えば必ず聞かれる、いまりの
やきものについて知見を深めることができた。

・「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」は次年度２年目に入るの
で、「はちがめプラン」を取捨選択しながらさらに内容を充実させていき
たい。「いまりを知ろう」では実施時期を５月ごろに早め、梅雨の時期を
避けたい。「いまり寺子屋」では、小学校への案内を早めに周知徹底さ
せたい。
・職業セミナーについては講師の選定や実施日の設定など学年との打
ち合わせを早くから綿密に行う。
・伊万里学講演と「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」の重複
がないように年間指導計画を検討し再設定する。

・さまざまな講演会や研修を通じて、教員としての資質を向上することができた。
・経過研の研究授業を通じて、教科指導について議論する場を設けることができた。
・予備校や各種研究団体の研修会に参加することで、教科指導力の向上を図ることができた。

・教科指導力向上のために、週1回の教科会議をうまく活用する必要が
ある。
・教科内はもちろんのこと、教科外でも授業を見せ合い、指導法等につ
いて情報交換をする場を設ける必要がある。
・教員一人一人が普通科進学校で必要な教科指導力とは何かを改め
て問い直し、自己研鑽に励む必要がある。

・定時退勤推進日は設定したものの、職員への周知が十分でなく、効果は薄かった。
・職員朝礼の簡素化やスピード化に取り組み、一定の効果を上げることができた。
・各種アンケートの実施については、積極的に学習用ＰＣを活用することができた。
・校舎の戸締まり当番を廃止し、生徒・職員が各自の責任を果たすことで、大きなトラブルもなく戸締ま
りを完了することができた。

・定時退勤推進日の設定はもちろんのこと、学校として定時退勤
日を設定することも必要ではないかと考える。
・連絡事項の確認を各自がきちんと行えるように、日頃から声かけ
をしっかりとしていく必要がある。
・新教育情報システムの機能を全職員が十分に把握できるように
職員間で情報を共有する必要がある。

成果と課題（左記の理由） 具体的な改善策・向上策

成果と課題（左記の理由） 具体的な改善策・向上策

・昨年度から時間を設定し校地内乗り入れを許可したため、送迎に関する問題はある程度解消できた。
・いじめ件数が10件を超えた。主に友人同士の会話の中で発生しており、お互いの信頼関係の度合い
の違いを感じた。
（第１学年）
　・高校生活・学習習慣を確立させるまで時間を要した生徒が少なからずいた。
　・環境整備に関しては、私物の管理など学年共通の指導を徹底できた。
　・上級生を見習い、生徒、教師、来校者に対して積極的に挨拶ができるようになった。
(第２学年)
　・１学期に問題行動があり、生徒指導措置ゼロでなかったのが、残念であった。
　・３学期になり、寒くなったせいもあってか、遅刻や欠席が増加した。
　・修学旅行では、ほとんどの生徒がきちんとルールと時間を守ることができた。
（第３学年）
　・部活動や伊高祭などの学校行事の他，図書館での自主学習や全校集会での集合・整列の姿で，最
高学年としてリーダーシップを発揮した。

・送迎に関しては、設定された時間を守るよう生徒・保護者に周知
徹底することが課題である。
・いじめに関しては友人関係の築き方、違いについても集会、HR
等で話す必要がある。またいじめの認識についても十分理解させ
ることを行いたい。
（第１学年）
　・改めて学校生活・進路に対する明確な目標を持たせる。
　・提出物などの期限を守るなど、身の回りのことに対して責任を
持てるよう指導を徹底していく。
(第２学年)
　・引き続き、時間を守ることの大切さを意識し、行動させる。
　・出願などの手続きを早め早めにすることを意識づける。
　・最後まで頑張る生徒を応援する雰囲気づくりを徹底する。

・委員会活動においては、昨年度に引き続き、募金を行った。
・伊高祭体育の部では、１・３年生が参加する新種目を考案し、行った。また、女子リーダーの応援合戦の際の
サラシを廃止したが、生徒への代替策の提示が十分でなかった。
・伊高祭文化の部では、細部への配慮として休憩室を設置し、熱中症への対策を行った。
・下校時刻については、校時が変わった影響で活動時間が短くなったためか、守れていない部活動が多かっ
た。
・伊万里市主催の「2019ハートフルフォーラムin伊万里」では、今年度本校が担当校となり、生徒会中央委員が
実行委員となって開催に向けての準備や当日の役割をしっかりとやり、イベントを成功に導くことができた。

・委員会活動では、募金以外でも年間を通してできる活動を設定するこ
とで、意義は深まると考える。
・伊高祭体育の部の新種目は、安全面で課題があったため、再検討す
る必要がある。その際、実際にやってみるなどの工夫が必要である。
・下校時刻等の時間厳守については、生徒への周知徹底を行い、職員
全体で指導を行っていく必要がある。また、完全下校時刻についても、
検討の余地があると考える。

成果と課題（左記の理由） 具体的な改善策・向上策

・早期に悩みの解決を図るよう速やかに対応はしたが、クラスや部活動での人間関係の悩みを訴える生徒が多
かった。
・安全点検は、職員の協力により毎月実施し、校内外の危険箇所を把握することができた。
・掃除については、生徒の取り組み状況は良いが、教室ロッカーの整理整頓が十分でなかった。
・トイレットペーパーをハンカチ代わりに使う男子が多く、スリッパをきちんと並べていないことが多かった。

・生徒の様子を常に観察しながら職員間の連携を密にし、生徒の悩み
や「気になる生徒」の早期発見と適切な指導に取り組んでいきたい。
・定期的にロッカーの点検をし、整理整頓が不十分な生徒に注意喚起
をする。

・年間いじめ認知件数は18件であった。重大事案に該当することはなく、継続的ないじめでもなかったが、いじめ
の捉え方の違いが目立った。友人関係の中での発言がいじめと認知することが特に多かった。本人、保護者と
の連絡を早急にしたことで解消できた。

・いじめの定義を理解してもらうよう促していきたい。そのことで未然防
止につながるようにしたい。またアンケートを来年度も実施し、早期解決
をはかりたい。


